
（別紙３）

～ 7年　2月　28日

（対象者数） 23 （回答者数）
11

～ 7年　3月　11日

（対象者数） （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 内部研修や外部研修を積極的に行う。

2
日々のミーティングや振り返り等で子ども主観に付いて話

しあう。

3 子ども達のニーズをしっかりと捉える様に意識する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
参加したいと思えるイベントを定期的に行う事で参加率

を上げたい。

2

3

○事業所名 スマイル御崎

○保護者評価実施期間
7年　2月　3日

○保護者評価有効回答数

7年　3月　3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
7年　3月　12日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者参加のイベント等を行っているが参加率が低い 魅力的なイベントを行えていない。

エビデンスに基づいた療育支援
経験や思い付きではなく科学的証拠に基づいた支援を行って

いる。

子ども主観の関わり
スタッフの都合や主観の合理的な考え方は止め、子どもの

「やってみたい」を1番に子どもと同じ目線を心がける。

余暇支援の充実 楽しく通えるを先ずは1番に考え子ども達と一緒に考える。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


